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【スライド 1】

○津田先生

　感染症研究所の津田と申します。

　村田先生に紹介していただきましたように、私はも

ともとは人の病気をうつす蚊の研究をしてます。ただ、

今のハフマン先生とは猿のマラリア、それから村田先

生とは鳥のマラリアというふうに、動物のマラリア、

特にマラリアの媒介をする蚊の研究でも御一緒するこ

とがあります。

【スライド 2】

　きょうは特に蚊というと皆さん、血を吸われてかゆ

い思いをして、しかも病気もうつすということになる

と大体嫌な虫というイメージがあると思うのですけど、

もう少し蚊のことをよく理解していただいて、しかも、

すべての蚊が病気をうつすわけではないので、蚊が病

気をうつす仕組みのこともある程度理解して、その上

で今度、人も含めた動物の群集の中で蚊がうつす病気

がどうやって広がっていくのかという、そういうこと

まで理解すると、恐らく初めに村田先生がおっしゃっ

たような、病気はあるのだけれども、それが非常に大

きい問題にならない、そういうふうな生態系というの

が何とか実現できるのではないかという、そういうふ

うなお話をさせていただきます。

　内容的には、村田先生が初めに御紹介された希釈効

果、ダイリューション・エフェクトと言いますけれども、

希釈効果の内容に近い話になります。

　まず１番初めに、私が受ける質問の中に、蚊という

のは何かいいことをしているのですかと、結局いても

いないほうがいいのではないかというふうなことをよ

く言われるわけです。確かにそういう悪い面ばかり我々

は見てるわけですけれども、よくよく見てみると、こ

れは蚊についての教科書からコピーしてきたのですけ

れども、ここにボウフラがいます。

　この模式図は恐らく水田をイメージしていて、多分ほ

とんどの方はそういう経験がないと思いますけど、田

んぼにいて田植え直後ぐらいからずっと調べていくと、

このボウフラはたくさん出てきます。田んぼというの

は、特に東南アジアから日本、東アジアですね。田んぼ、

稲作をやっているところではボウフラ、蚊の発生源と

しては一番重要なのですね。

　ただ、そうは言うものの、田んぼの中にはいろんな

生き物がすんでます。特にボウフラをとってますと、

６月の梅雨の時期なんかには、こういう要するに稚魚、

卵が産まれたメダカとか、あるいはフナとかドジョウ

とか、ああいう稚魚がたくさん出ます。その稚魚のえ

さは何を食べているかというと、かなりボウフラを食

べてるわけですね。ボウフラも、小さいサイズのボウ

フラはミジンコなんかが食べたりもします。それから

ほかの昆虫が食べる、えさにしているものもあります

ね。発生する数が非常に多いので、かなり重要なえさ
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【スライド 3】

資源になってるだろうというふうに言われてるわけで

す。【スライド 1-2】

　それから、親になってからも、我々のところに血を

吸いに来ますので、そういうことばかりイメージする

と思いますけれども、実は、例えば鳥のえさになって

たりコウモリのえさになってたり、あるいはカエルと

かクモとか、あるいはトンボとか、昆虫を食べるいろ

んな生き物がいますので、そういう天敵のえさになっ

てるという意味では非常に重要なもので、このボウフ

ラ自体は、ここも書きましたけれども、田んぼでした

ら田んぼの中に、水の中に入っている稲のわらを食べ

て分解してくれる。そういうスカベンジャーとしての

役割をしてるという意味で、やはり生態系の中にいな

いとなかなか困る、そういう生き物です。

　ただ、田んぼだけではなくて、蚊というのは全世界

で 3,000 種ぐらい知られてます。日本国内でも 120 種

類ぐらいの蚊がいるわけですね。いろんな種類がいる

ということはいろんなところにボウフラが発生します。

その話を次にします。【スライド 3】

【スライド 4】

　さまざまな生息場所を利用してるということですけ

れども、きょうお話しするのは、出雲の水田地帯でやっ

たデータをちょっとお見せしたいと思います。

　出雲、皆さん、御存じだと思いますけれども、この

辺ですね。宍道湖があって、ここにまとまった水田地

帯があります。【スライド 4】

　なぜこの地域を選んだかと言いますと、これは調査

した年の 10 月に写真を撮ってますけれども、ここは水

鳥が非常にたくさん飛来してくることで有名です。こ

れは冬鳥ですけれども夏には夏鳥が渡ってくる。そう

いう渡り鳥の来る場所というのは、鳥が感染をして何

かの病気になって、その病気になった鳥が飛んできて、

その鳥から、例えば蚊が血を吸って、その血の中に病

原体が入っていて、鳥を経由して蚊が病原体をもらっ

て、その蚊がもらった病原体が人間に来るという。そ

ういう一つの感染のルートというのが考えられるわけ

で、そういう危険性がどれぐらいあるかというのは、

これは私の本職のほうの仕事で調べたいということで、

いろんなところの渡り鳥が来る場所で蚊を調べてます。

これも出雲はその一つですね。【スライド 5】

【スライド 5】

【スライド 6】

　ちょっと図が小さくて見えにくいですけれども、こ

れは地形図でこの碁盤の目のようになったとこ、ここ

が田んぼですね、水田地帯ですので。田んぼは当然水

を使いますので河川がありますね。ここの出雲の特徴

は、背後に丘陵地がありますけれども、こういうふう

にちょっと青い色のついた点々と小さい池があります。

これはため池で、今も一部使ってますが、昔はこのた
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め池から水を引いて稲作を行ってたわけですね。今は

別の水を供給するシステムがあるところもありますの

で、ため池の中にはもう使われてないものもあります。

使われてないところはほとんどケアをしませんので、ボ

ウフラが発生するようになると。こういう水があると

ころには、これは一つため池の写真ですけれども、ボ

ウフラが発生するというので、こういうところに場所

を選んで、そこで蚊をとってるわけです。

　そういう丘陵地、それからもう一つは川の河川敷で

すけれども、河川敷の中に少し木が生えているような

ところがあると、こういうところを調査場所にします。

　それから水田地帯の中、田んぼの中ではちょっと蚊

をとるのは難しいので、大体集落があると神社があっ

て、神社にはこういうこんもりしたとこがありますの

で、そういうところにトラップを仕掛けて蚊をとりま

す。【スライド 7】

　ここの出雲のもう一つのおもしろい調査地としては、

このサギ山と言われますけれども、夏にメーンにはサ

ギが多いですけれども、何種類かの鳥が集団で巣をつ

くってたくさんの巣が同じ場所にできる。そういうサ

ギ山って普通に呼ばれる場所があります。たまたまサ

ギ山がここにあるということを教えてもらいましたの

で、そこで採集をしてみました。

【スライド 7】

【スライド 8】

【スライド 9】

　きょう、自分のスライドをしげしげ見て気がついた

のは、蚊の話なのに蚊の写真は一切出てこないのです、

なぜか。ただ蚊のことを言っても、余り蚊の名前に煩

わされてほかのことがわからなくなってしまうだろう

ということもあって。それ以外に、もっと別に示した

いことがあったからということも大きいのですが、こ

こでは２種類ちょっと話をします。

　これはコガタアカイエカという種類で、これは日本脳

炎の媒介蚊です。日本では一番、日本脳炎というのは

問題になってる病気。今はほとんど患者はいませんけ

れども、一応患者は何人か出ますので問題になる。こ

の蚊は、これが池の周りでとったとき。これは何を示

しているかというと、色が違うと、それは蚊の種類が

違うということです。いろんな種類がいるというのは

ある程度わかりますね。コガタアカイエカは４分の１

ぐらいですね。これは神社でとったものですけど、神

社の場合は色が３種類ぐらいしかありませんね。です

から蚊の種類が非常に少なくて、コガタアカイエカが

４分の３ぐらいを占めているという。河川敷になると

少しほかの種類が出るけれども、やっぱりコガタアカ

イエカがすごく多いとか、こういうふうに場所が違う

ととれる蚊が違うのです。

【スライド 10】
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　それは恐らく、どういうところに蚊が発生するかと

いうこともありますけれども、それ以上に、いろんな

蚊によって動き、行動が違ってくるので、蚊にとって

都合のいいところ、住みやすいところへ、やはりそれ

ぞれの種類が住んでいるということがわかってきます。

　では、サギ山ではどうなのかということで、サギ山

のデータをちょっと見てみます。まずサギ山の紹介で

すけど、ここのサギ山はそんなに大きいサギ山ではな

いのですけれども、調査の初めのときに地元の方に伺っ

たら、たしか昔、あそこにあったと言って聞いて、そ

こへ行くのですけど、大体まずにおいがきつい。ふん

をたくさんしますので、においがきつい。それからう

るさい。ぎゃあぎゃあ言いますので、うるさいという

ので嫌われ者なのですね。大体足場の悪いところに集

まってるわけですけど、ここはまあまあ何とか少ない

数でしたけれども、まとまった形のサギ山だったので、

ゴイサギとか、あるいはコサギとか、それからアマサ

ギなんかが集団で営巣をしてました。

　このサギ山の下、これちょっと白っぽく写ってるの

はふんなのですけれども、ふんがあちこちに落ちてま

すが、こういうふうな下草のところ、あるいは、これ

はちょっと写真が悪いですけれども、少し土がえぐれ

たようなところを虫取り網でずうっとすくっていくと、

こういう動物から血を吸った蚊がとれます。

　それから、これは別の、次の年に徳島県に行ってる

のですけど、徳島のやっぱりサギ山、これはすごく大

きいサギ山で、こういうふうに何かこもっとしてるの、

これが全部巣です。２メートルぐらいの位置から５メー

トル、６メートルぐらいの位置まで巣がありまして、こ

れは２メートルぐらいのところの巣で、もうこの辺に

あったのですぐ写真が撮れたのですけど、こういう位

置に巣をつくるわけですね。たまたまそのサギ山の中

に倒木があって、倒木のこの枝のところにたくさん蚊

がとまってます。それを丁寧に集めてくるわけですね。

　これがサギ山でとった、ここもまた種類が出てきま

すが、これは別に種類のきょうはお話はしません。と

にかく 16 種類ぐらい蚊がとれたということですね。見

ていただきたいのはこの赤いところで、これが血を吸っ

ていた蚊です。これは満腹とか部分的と書いてありま

すけど、御存じのように蚊がぱんぱんに血を吸うと、

おなかがすごく大きくなりますね。あれがこの満腹と

いうやつです。部分的、パーシャルと書いたのはほん

のわずかに吸っていて、ちょっとだけ吸って、その後、

多分鳥が動いたかなんかでもうやめちゃった、そういう

ふうなものもいます。それからおなか、半分血液があっ

【スライド 11】

て半分消化されてる、半分消化されると消化をしなが

ら卵をつくっていきますので、卵が半分おなかの中に

でき上がってる、そういう状態のもの。それから全部

消化し切ってて、もうぱんぱんにおなかの中に卵がいっ

ぱい入っている、そういうふうな状態のもの。それから、

全く血を吸っていないおなかがぺちゃんこのもの。い

ろんな生理的な状態が違う蚊がとれてきます。
【スライド 8-10】

　きょうの話、メーンはここの血液を持ってる蚊の分

析です。この後、私自身はそういうことができないの

で手伝ってくれる人に頼んで、蚊のおなかの中に入っ

てる動物の血液をとって、そこからＤＮＡを抽出しま

す。ＤＮＡの塩基配列を調べて、塩基配列の似てるも

のを調べていくと、例えばこの蚊はどの動物の血液を

持ってるかということはわかるので、吸血源になった

動物の種類がわかってきます。そういうふうなことを

やってもらいます。

　これが出雲でとったデータで、こちらに、これは吸

血源の動物として見つかった種類を並べました。こち

らは蚊の種類です。ここには初めのこの薄い緑で囲ん

だとこ、ここは鳥です。ダイサギとかアマサギとかチュ

ウサギとかという鳥、ここはサギ山ですのでサギが多

いですけれども、スズメなんかを吸ってるものもいま

す。それからここは哺乳類でタヌキ、これニホンジカ

というのが出てくるのですけど、まああの辺だったら

いるのかなと思ってますけど、それからネズミとか哺

乳類がいる。それから青ガエル、カエルですね。それ

から一番下はカナヘビです。【スライド 11】

　こういうふうに鳥から始まって爬虫類まで、いろん

な種類の動物を吸うわけですけれども、今度、蚊のグ

ループもいろんなグループに分かれてまして、まずこ

れ赤いグループはイエカといってるグループです。こ

ういう一番皆さんがなじみが深い、夜、耳元に来てぶ



26 りぶ・らぶ・あにまるず  神戸アニマルケア国際会議 2012

【スライド 12】

うんといって、刺されてかゆくて目が覚めるという、

あのたぐいの蚊。これがこの赤いところで、彼らはほ

とんどが鳥を吸います。鳥を嗜好性が強いグループで

すね。次のグループは、これがヤブカといいますけれ

ども、ここでもそうですけど、公園に出かけて木陰の

ベンチに夏に座っていると、すぐに蚊に刺されますね。

あの蚊がヤブカです。これはもうほとんど哺乳類しか

吸いません。これチビカというのですけれども、これ

は普通の蚊よりも二回りぐらい小さめの、まあちびだ、

チビカと言われるわけですけど、これは特にカエルが

好きなんですね。なぜかカエルを吸う種類で、ここの

サギ山でもこのチビカが結構とれて、楽しみにしてた

のですけど、やっぱりカエルを吸っておりました。そ

れから、これはめったにないのですけど、このカナ蛇

とかトカゲとか、そういうものを吸うグループの蚊も

います。

　こういうふうに見てくると、蚊の中にはイエカの仲

間のように非常に鳥をよく吸うけれども、部分的に人

のような哺乳類を吸う、そういう蚊もいれば、もうほ

とんど哺乳類ばかり吸ってる種類。それから今のチビ

カのようにカエルが好きで、たまにですけれども哺乳

類を吸う場合もある。それから、結構いろんなものも

吸うのだけど、げてものみたいな爬虫類とか両生類、

こういうふうなものを吸うような種類もいると。結局、

これは吸血のパターンというのですけれども、種によっ

て、あるいはグループによってさまざまではあるので

す。ということがわかってきます。【スライド 12】

　ただ、これはさまざまであるのだけれども、基本的

にはよく似たようなとこがあります。まず、吸血のパ

ターンというのはどうやって決まるのかということを

考えてみますと、当然なのですけど、遺伝的な要因が

あります。これはどういうことを言ってるかというと、

イエカというのは鳥を吸う性質がもともと強い、ある

いはヤブカというのは哺乳類を吸う性質が強い。そう

【スライド 13】

いうふうな意味で、遺伝的に決まる。そういう遺伝的

なゆえんがあるのです。これは確かなのです。

　ただ、それだけではなくて、例えばサギ山でとった

らサギをたくさん吸ってましたというのは、ある意味

ではよくわかる話ですね。サギがいるからサギを吸っ

てるわけで、サギがいなければ、サギではなくて別の

ものも吸うだろうと。鳥がいなければ、ではそこにいた、

しようがないからタヌキでも吸おうかなというふうな

形で、いろんな動物がどういうふうな割合でいるのか、

それがどういう種類がいるのか。それから蚊にとって

は夜どうしてるか、昼どうしてるか。夜に血を吸う蚊

もいれば、昼間に血を吸う蚊もいます。種類によって

違いますので、そうすると、夜じっとしてる動物を吸

うほうが吸いやすいということになりますから、こう

いう生態的な、あるいは行動学的な要因というのがあっ

て、こういう要因と、それから遺伝的な要因、特にこ

の生態的な要因というのは利用しやすさ、吸血をしや

すいかどうかというところが結局決まってくるわけで、

こういうことを全部トータルした形として、この吸血

のパターンというのは決まってくるのですよというふ

うに一応理解しています。

　こういうふうに理解すれば、先ほどのサギ山の結果

というのはかなりよくわかるわけですね。このスライ

ドが一番わかりにくいのですけど、今までは蚊の話を

しました、ざっとですけど。ここからは、しばらく蚊

が病気をうつすという話をちょっとします。それから

最後に、群集の中でどうやって広がるかという話なの

ですけど。【スライド 13】

　蚊はいろんな病原体を媒介してます。人の場合です

と、マラリアですとかデング熱とか、あるいは日本脳

炎とかですね。動物の場合は、これから出てくる鳥の

マラリアとか、あるいは先ほどの猿のマラリアとか、

あるいは犬のフィラリアとか、そういった病気を伝搬

してます。蚊の病気をうつす力というのは幾つかの性
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【スライド 14】

質で決まっています。一つは、これ親和性と書きまし

たけれども、全部の種類の蚊が病気をうつすわけでは

なくて、例えば日本脳炎でしたらコガタアカイエカが

一番よくうつすのですね。ほかの蚊は日本脳炎のウイ

ルスが体の中でふえないのですね。ですから必ず相性

があって、この病原体はこの蚊という形の相性がある

のだということ。

　それから、その蚊がそもそもどういう動物が好きか

という、そういう性質ですね。それからどれぐらい長

く生きるかというのも、これも重要なことになります。

最後はどれぐらいたくさん蚊が発生してるかというこ

と。こういうふうな性質のトータルとして、蚊の集団

が病気をうつしていくわけですね。

　私が今回特に興味を持ってるのは、特にこの病原体

の親和性と、それから吸血の嗜好性。この二つが、結

局媒介する蚊と、それからその病原体のホストといい

ますか宿主になる動物の組み合わせを決めてくること

になりますので、この辺が一番興味のあるところです。

【スライド 14】

【スライド 15】

　この図も一番わかりにくいのですけど、これは、ま

ず１番上の図は蚊の体を縦に半分に割った図です。こ

こが頭です。これは胸のところ。ここはおなかですね。

羽がこの辺についていて足はついてるわけですけど、

それはとってしまってます。

　まず、例えばこれはマラリアの話ですので、猿のマ

ラリア、人のマラリアでもいいのですけれども、マラ

リアにかかった動物から蚊が意を吸いますね。吸った

血は、ここが中腸という腸の部分ですね。この中に血

液が入りますね。入ると、その血液の中にマラリアの

原虫と呼ばれる病原体が入ってますので、これが中腸

の外側に出てきてこぶのようなものをつくります。こ

れはオーシストと言いますけども、オーシストの中で

マラリアの原虫はどんどん増殖をして数がふえて、あ

るとき、ぼんっと破裂して中からひも状の、形態がす

ごく変わるのですけれども、ひも状の小虫のようなも

のが出てきます。これがスポロゾイトといいますが、

これが蚊の唾液腺の中に入っていきます。そうすると、

この唾液腺からは吸血するときに唾液が分泌されます

ので、血を吸ったときに、この唾液の中に入ってたス

ポロゾイトというのが一緒に動物の体に入っていく、

こういう仕組みで病気がうつるわけです。

　ここに書きましたけれども、蚊が病気の動物から血

を吸って、自分の唾液腺のところにスポロゾイトが入

るまでに約 12 日ぐらいかかります。ですから 12 日生

きないとマラリアを伝搬することはできないわけです

ね。そういう意味で寿命ってすごく重要になるわけで

すね。

　こういうふうなことを経て起こってるわけですけれ

ども、ここから今度は、では群集の中でどうやって広

がるかという話で、一番初めに村田先生が説明された

希釈効果とほぼ同じ話になります。

　動物の群集というのは、病原体のことを考えるとホ

ストになる、宿主になる動物と、ホストにならない、

要するに病気にならない動物がいるわけですね。病気

になる動物のほうは、これは蚊がそういう動物から病

原体をもらってまた別の動物を刺すと、その動物では

また病気が起こりますから、ここでは増幅するような

効果があります。これはアンプリファイのコンタクト

というふうに一応呼びました。要するに蚊と、それか

らホストの間で、そういう吸血を通した関係があると

いうことですね。【スライド 15】

　もう一方のホストにならない方の場合は、これはたと

えその蚊のほうが、例えば鳥のマラリアを持っていて

も、全然関係ないタヌキなんかを吸ってる場合は、全

くそこでは病気にならないわけですので、これはむし

ろこちらの病原体がふえるということに比べると、こ

ちらでは全然ふえませんので、どんどん流行を薄めて

しまう、そういう効果があるわけですね。
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【スライド 16】

　このバランスが結局そこでの流行を、こちらが非常

に増幅するようなコンタクトが大きければ流行が盛ん

になるし、こちらのダイリューションのほうの希釈の

効果が大きければ流行は抑えられるという、そういう

ふうになるわけですね。

　ダニと違うのは、ここが蚊の場合は結構自分たちで

選んでますので、蚊の吸血のパターンというのが、こ

のバランスを決める上で非常に重要になってくるとい

う、そういうふうなことだろうと考えておるわけです。

【スライド 16】

　ここからは、これは猿のマラリアの、もう 50 年以上

【スライド 17】

前の論文を読んでまして、これがそういうことだなと

思ったデータをちょっとお見せしたいのですけれども。

猿のマラリア、先ほど、ハフマン先生が紹介されたよ

うに、結構東南アジアでは最近、問題になってまして、

もう１回 50 年前と同じような調査が行われてます。こ

れは林の中の大きい木に、プラットホームと呼ばれま

すけれども、何カ所かこうやって足場を組んで、その

中に、これはケージに入れた猿を置いて、その猿を吸

いに来た蚊をとるというふうなことをしてます。これ

は 2007 年のものですけれども、昔の 50 年前と全く同

じです。同じやり方をしてます。場合によっては人が

座ったりするわけですね。【スライド 18】

【スライド 18】

【スライド 19】

　このデータが私はすごくお気に入りで、これはマン

グローブの生えてる、要するに海岸線のとこの林でとっ

た、これが蚊の種類です。それから同じようなやり方

ですけど、マングローブの背後にある低湿地のところ

でとった場合、それから、これはさらにその奥に入っ

たとこの丘陵地で蚊をとると、当然とれてくる蚊の種

類が違ってきますけれども、問題なのは、ここに何が

書いてあるかといいますと、ちょっと小さいのでわか

りにくいのですけど、ガントというのは蚊の中腸にオー

シストという丸い球状のものがありました。グランド

というのは唾液腺にスポロゾイトがいましたという、

そういうデータです。

　この赤はここに書いた猿のマラリアの原虫だという

ことがわかってます。これはどういう意味かと言います

と、猿でとってますので、猿を刺しに来たこの種類の

蚊が猿のマラリアを持ってましたというデータですね。

ですから先ほどの説明ですと、増幅するような、そう

いう接触だということになります。これもそうですね。

　グリーンは何かと言うと、グリーンは彼らが一生懸

命調べてわかったのは、このマメジカって、マウスディ

アという、こういう小さいシカがいまして、これのマ

ラリアだということがわかるのですね。
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　このブルーのところは、これはよくわからない。当

時は顕微鏡で蚊の体の中から出てきたものを形態で種

類を分けるということはできませんでしたので、今で

もできないのですけど、どうもでも形を見る限りは全

然猿のマラリアではない。私はどうもこの種類を見て

ると、これは鳥のマラリアではないかなというふうに

思ってるわけですけど。ここは猿を吸いに来たのだけ

ど、彼らは猿には関係ないマラリアの原虫を持ってま

したという意味ですね。ですから、これは全然薄めて

しまうようなコンタクトだったということです。

　実際にこういうふうなことが猿のマラリアでは知ら

れてるわけですけど、我々は鳥のマラリアの研究をし

てまして、猿のマラリアとかという話になると、どう

しても東南アジアとかアフリカとか、我々とは全然生

活の違うところで起こってる話のように感じられてし

まうと思って。ただ、実際に鳥のマラリアを調べてま

すと、よく似たようなことが出てくるのですね。ちょっ

と長くなってますけど、その話を最後にさせていただ

きます。【スライド 19】

【スライド 20】

　これは東京都の私が調査してる公園で、少し大きめ

の公園です。たくさん木が生えてまして、ここら辺で

いつも蚊をとってるわけですね。こんなふうな草がよ

く生えてるところで、網を振って蚊をとってるわけで

【スライド 21】

す。これが東京ですけど、11種類も蚊がとれるのですね。

中にアカイエカという、この赤で囲ったとこ、ここが

血を吸ってた連中です。このアカイエカという蚊の血

を吸ってた個体を中心に分析をしています。
【スライド 20-22】

　そうすると、これはまず血を吸ってなかったやつで

すけど、血を吸ってないやつでも、ここが鳥のマラリ

アを持ってた数が書いてありますけれども、大体３％

とか５％ぐらいが鳥のマラリアをまず持ってます。そ

れから吸血をしていた蚊の場合には、おなかのほうを

分析すると 18.6％、それから胸、唾液腺にあるだろう

と思われるのは３％ぐらいです。ですから、100 匹い

れば数匹は鳥のマラリアを持っているのですね。そう

いうふうな状態だということはまずわかります。

【スライド 23】

　吸血源の動物を調べてみると、ここ、点線で囲った

とこは全部鳥でした。それで一つだけ人のサンプルが

あって、220 もあって１匹しか人を吸ってないのです

ね。なおかつ、その上の３種類、ハシブトガラスとスズ

メとシジュウカラ、この３種類が全体で 83.4％を占め

てますね。この赤で示したところ、これは鳥のマラリ

アが出てきたサンプルの数で、比率にすると 29％とか

21％とか 40％、こういうふうに、恐らくこの三種類の

【スライド 22】

【スライド 23】
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【スライド 24】

鳥が鳥のマラリアのホストになってると思われるわけ

ですね。そういうホストになってる鳥から非常にたく

さんの蚊が吸ってるという意味で、ここでは恐らくこっ

ちのアンプリファイするようなコンタクトのほうが非

常に多くて、希釈するような効果が少ないのだろうと、

そういう状況にあるのではないかというふうに考えて

おるわけです。【スライド 24-25】

　実際には、蚊が吸う鳥の種類というのは季節によっ

て変わります。例えばこのブルーのカラスの比率とい

うのは、５月には低いですけれども、６月、７月、８

月に向けて、どんどんカラスを吸う蚊の数はふえてき

【スライド 25】

【スライド 26】

ます。それに合わせるような形で原虫、鳥のマラリア

を持っている蚊の比率も変わっていくわけですね。

　これはそれぞれの鳥、３種類のカラスと、それから

スズメとシジュウカラを取り上げてみましたが、縦軸

は、それぞれの鳥が鳥のマラリアに感染するリスクだ

と思ってください。その白丸で書いたスズメというの

は、初めの時期にはスズメは結構蚊に刺されるので鳥

のマラリアに感染するリスクが高いのですけど、夏場

になると下がってしまいます。それからシジュウカラ

というのは、これはいつも少しずつ吸われてるのです

けど、たくさんシジュウカラが吸われるという時期が

余りはっきりしないので、非常に低いレベルでマラリ

アにリスクがあるだろうと。一番問題になるカラスの

場合は、先ほどのシーズンの変化につれて６月、７月、

８月にカラスばかり吸うようになりますので、カラスは

非常に高い確率で鳥のマラリアに感染するような、そ

ういう時期が出てくる。しかも 10 月ぐらいにもそうい

う時期が出てくるというのが一応、我々の調査でわかっ

てきました。【スライド 26】

【スライド 27】

　今、お話ししたのは、もうただ単にアカイエカとい

うのを取り上げて、カラスとかスズメとかシジュウカ

ラというホストになる鳥がいて、そうでない鳥がいる。

一つの媒介者と複数のホストがいる、そういう場合で

した。こういうホストでない種類を吸えば希釈効果が

期待されるし、ホストを吸えば増幅するような効果が

期待される。ですからホストでない動物がどれぐらい

いるか、あるいはホストがどれぐらいいるか、そうい

うことが全体として病原体を伝搬する効率に影響して

るのだということがわかってきたということですね。

【スライド 27】

　ただ実際は、調査地には鳥だけではなくていろんな

ほかにも動物がいますので、ほかにも蚊がいます。何

種類かの蚊を調べた限りでは、やはり鳥をよく吸う種
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類はいる。あるいはこれは今のアカイエカですけれど

も、もう一つ今度ヤブカの仲間、やっぱりここで調べ

てもほとんど哺乳類を吸っている。こういうふうにい

ろんな種類の蚊がいて、いろんな動物がいる。こうい

うふうなところで、今、私たちがターゲットにしたの

は鳥のマラリアですけど、鳥のマラリアがどういう状

態で維持されているかということをもっと詳しく私た

ちが理解できれば、さらに病気というか、野生動物の

中で、特に蚊が媒介してる病気ですけれども、病気が

どういうふうな状態で存在してるかということはよく

わかるようになるだろうと考えてます。【スライド 28】

　　以上です。

【スライド 28】


